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1-1
閲覧者のパソコン機種、OS、ブラウザ等の利用環境に影響されることなく、ホームページを閲覧できること。対応ブラウ
ザは、Microsoft Edge、Firefox、GoogleCrome、Safariの最新版で、レイアウトが著しく崩れないように表示できること、また
今後に登場するブラウザについても可能な限り対応すること。

1-2 端末台数やユーザ数、ページ数やテンプレート数の増加により、ライセンス料が変動しないこと。

1-3 UTF-8の文字コードに対応すること。

1-4 1つのページ内で複数の言語の記述が可能であること。

1-5
WWWサーバーに公開されるファイルは静的なHTMLであること。ただし、イベントカレンダー等で動的に表示させることが
望ましいページがある場合は、その限りではない。

1-6 閲覧者が画面をＡ4縦型印刷する際、ブラウザやOSに関わらず内容が損なわれることなく印刷できること。

1-7 サイト全体として、統一化されたページデザインとすること。

1-8
カテゴリ分類は、想定される閲覧者（例：資料検索・利用案内・イベント紹介）にとっての使いやすさを優先し、タイトルを
見ただけでカテゴリ内のコンテンツの内容が想像できるようにすること。

1-9 カテゴリ分類ごとにカテゴリトップページを作成すること。

1-10
コンテンツ作成時に、掲載するカテゴリ分類を容易に選択できること。なお、1つのコンテンツページについて複数のカテ
ゴリ分類を登録できること。

1-11 作成済みのコンテンツページを、容易に別のカテゴリ分類に移動させられること。

2-1
作成者がHTML言語を意識することなくワープロ感覚でコンテンツを作成でき、掲載される画面をイメージできる作成画面
であること。

2-2
テンプレートを使用することで、専門知識を持たない一般的な職員でも編集ができ、見出しや段落、表等がタグの知識を
持たなくても容易にコンテンツに反映できること。

2-3 フォーム入力型のテンプレートも利用できること。

2-4 ページのレイアウト及びコンテンツはコピーして再利用ができること。

2-5
同じページを更新して再度公開を行う際に、以前公開していたページを前バージョンとして管理できること。バージョンの
上限数は特に指定のない限りないものとし、また以前のバージョンを再利用することも可能であること。

2-6 作成時に操作を誤った場合、その操作の1つ前の状態に戻すことができること。

2-7 作成途中のページを一時的に保存し、再ログイン後に編集を再開できること。

2-8 ページ内に文字列の検索・置換機能があり、容易に文字列の検索・置換ができること。

2-9 簡易な操作でクライアント端末やCMSサーバ上にある画像を掲載・参照し、変更できること。

2-10 画像に説明やリンクをつけられること。

2-11 登録できる画像のファイル種別（JPEG、GIF、PNG等）を制限できること。

2-12 公開する画像のファイル容量又は画像サイズを制限できること。

2-13 設定されたサイズや容量を超過する画像を用いた場合、警告が表示され、修正が促されること。

2-14
複数画像のインライン挿入（特定の座標位置ではなく、文字と文字の間に挿入）ができること。また、表示位置、表示サイ
ズの指定が可能であること。

2-15 CMSにて画像のリサイズ・トリミングが可能であること。

2-16 ページにWord、Excel、PDF等の各種文書ファイルをリンクできること。

2-17 リンクした文書ファイルの種類（Word、Excel、PDF等）、サイズの表記が自動で挿入されること。

2-18 ダウンロードファイルのリンクは、任意の場所に表示できること。

２．ページ作成機能

【別紙２】CMS機能要件一覧表

１．基本要件

基本要件

カテゴリ分類

基本的な仕様

画像

添付ファイル
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2-19 内部リンク・外部リンクを容易に設定できること。

2-20 内部リンクは、一覧等からリンク先を選択するだけで容易に設定できること。

2-21
外部リンクを設定した場合、管理者が定めた任意のルールに基づき、リンク文字列の後ろに「外部リンク」等の文言を自
動挿入できること。

2-22 リンク先を表示する際、別ウィンドウで開く設定が可能であること。

2-23
公開前（未承認）のページに対してリンク設定ができること。（新規に作成したコンテンツのアドレスが公開前に確認でき
ること。）

2-24
内部リンク・外部リンクのリンク切れをページ単位でチェックでき、ページ内のどの部分にリンク切れがあるか視覚化して
確認できること。

2-25
コンテンツ公開開始時に、パンくずリスト、指定したカテゴリインデックス、ローカルナビゲーションおよびサイトマップに
ページタイトルをリンク名としたリンクが自動生成され、公開終了時にそれらが自動削除できること。

2-26 すべてのページに文字拡大機能を有すること。

2-27 すべてのページに文字色・背景色変更機能を有すること。

2-28
複数の音声読み上げソフトに対応できるよう、作成されたコンテンツのソースはアクセシビリティに配慮した順番で記述さ
れること。

2-29
使用が好ましくない単語が含まれている場合、サイト管理者が指定する単語に自動変換する機能があること（例：「子供」
→「子ども」）。変換対象とする単語は、サイト管理者が任意で登録することができ、登録可能な単語数に制限がないこ
と。

2-30
使用が好ましくない単語の自動変換機能については、記事ページ内容によってはあえて表記する場合も想定できるた
め、ページ作成者が変換候補とは異なる文字も使用できること。

2-31 文字色と背景色の組み合わせが、色覚に障害のある人に適切かどうかを確認できること。

地図
2-32

外部API（GoogleMapsなどを）用いて、地図情報を提供できること。また、住所や施設名等を入力することで簡単に掲載
する地図の場所を指定できること。

2-33 CMSで作成するページ内に、YouTube等の動画配信サイトに掲載した動画を埋め込み再生できること。

2-34 様々なサイズやファイル形式で動画の登録・配信が簡単に行えること。ただし、サイズの制限設定があること。

2-35 作成者が公開開始・終了日時を入力することで、指定した日時にコンテンツの自動更新ができること。

2-36 公開期限は、年月日のほかに時間単位で時間指定できること。

2-37 公開日時を指定しないコンテンツの場合は、即時公開の設定が容易にできること。

2-38 公開期限を無期限とする設定が容易にできること。

2-39
すでに公開されているコンテンツを未来の日付で更新する場合は、現在のコンテンツを直接編集し日時設定することで、
予定の日時にコンテンツが自動更新されること。

2-40 各ページに公開日および最終更新日が自動的に表示されること。ただし、任意の日付に置き換えができること。

2-41
ページの公開・更新を行った際、ページが所属するカテゴリ及び各トップページの内容も自動で更新（タイトルの後ろ等に
更新日を自動挿入）されること。

2-42
ページを公開サーバから削除する際、ページが所属するカテゴリ及び各トップページに表示された文章とリンクが自動削
除されること。

2-43
ページを公開サーバから削除する際、HTMLファイルだけでなく、付属する画像ファイルやPDFファイル等も同時に公開
サーバから自動削除できること。

2-44
その際、対象の画像やPDF等のファイルが、削除対象ではないページからリンクされた状態にある場合、サーバー上に
残せること。

2-45 公開が終了したページは再利用できるようにCMSサーバに保存できること。

2-46 CMSサーバに保存されているページを一覧から選択・複写し、新規ページを作成できること。

2-47 公開が終了したページの一覧を表示でき、一括又は選択してCMSサーバから削除できること。

2-48
ページの公開イメージを、作成の各段階で容易にプレビューできること。また、プレビュー画面からは、容易な操作で作
成画面等に戻れること。

2-49 当該ページからリンクをたどる形で、内部リンク先のページも含めて公開時と同じ状態でプレビューできること。

2-50 スマートフォン版ページ等、他のメディアへの表示もプレビューできること。

2-51 ページ作成時にURLを任意に設定できること。設定しない場合はシステムが自動で割り振ること。

リンク

アクセシビリ
ティ及びチェッ
ク機能

動画

コンテンツの公
開・削除・再利
用

プレビュー
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3-1
コンテンツ作成時に、指定するページ（トップページ、課室トップページ、カテゴリトップページ等）への新着情報掲載の有
無を設定でき、公開されるタイミングで自動掲載されること。

3-2 新着情報はお知らせ、イベントなど、複数にタブを分けて表示できること。

3-3 新着情報には情報の更新日および館名やカテゴリ名の表示ができること。

3-4 新着情報に掲載した情報は、自動的に掲載した日付の降順で表示されること。

3-5 新着情報に表示しきれない情報は、新着情報一覧ページに別途表示できること。

3-6 新着情報に表示するタイトルを、コンテンツのタイトルとは別に設定できること。

3-7 すべてのページにトップページへ戻るリンクを設定し、統一した所定の位置に表示すること。

3-8 各ページに、ページタイトルを自動的に引用したパンくずリストを自動生成できること。

3-9 パンくずリストは、カテゴリ別・所属別等の複数の設定に対応できること。

3-10 各ページにグローバルナビゲーション・ローカルナビゲーションを自動生成できること。

3-11 対象ページが公開された際、ナビゲーションも自動更新され、公開終了時にはそれらを自動的に削除すること。

RSS
3-12 サイト全体あるいはカテゴリごとの新着情報を、RSSフォーマットで出力できること。

3-13
各イベント情報の詳細ページにリンクが設定されたイベントカレンダーが自動生成でき、イベント情報を月ごとに集約表
示できること。

3-14 コンテンツ作成時にイベントカレンダーへの掲載の有無を容易に設定でき、公開されるタイミングで自動掲載されること。

3-15 イベントカレンダーは月単位(5週月表）で表示できること

3-16 イベントカレンダーを分類（館や対象）で絞り込んで表示できること。

4-1 PCページを作成した際、同時にスマートフォン端末に対応したページも自動作成できること。

4-2 スマートフォンで閲覧する際、最適化されたレイアウトで表示されること。

4-3 スマートフォンの利用シーンを想定した、専用のトップページを作成すること。

基本機能
5-1 同一ページを同時に別々のユーザが更新できないこと。又は更新しようとする際に警告が表示されること。

5-2 管理可能なテンプレート数に上限がないこと。

5-3 テンプレートの修正があった場合、該当テンプレートを使用している全てのページを自動更新できること。

5-4 トップページ・カテゴリトップページ等任意のページの市が指定する位置に、複数のバナー広告を表示できること。

5-5 トップページ・カテゴリトップページ等任意のページの市が指定する位置に、ローテーションバナー広告を表示できること。

5-6 バナー広告を管理・掲載・削除でき、特別な知識がなくても容易に操作できること。

5-7 掲載期間を設定することで、あらかじめ登録しておいたバナー広告を自動的に掲載開始・終了できること。

5-8 バナー広告の表示数は、容易に変更できること。

5-9 画像データは、JPＥG・GIF（透過GIF・アニメーションGIF）・PNGが使用できること。

5-10 画像バナーに限らず、テキストバナーも容易に掲載できること。

5-11 バナー広告の空きスペースには、募集中等の代替画像を表示できること。

5-12
設置されたバナー広告がどれだけクリックされているかを集計する機能があり、集計された結果をCSV等に出力できるこ
と。

イベントカレン
ダー

３．自動更新、自動生成機能

新着リンク

ナビゲーション

４．他のメディア向けサイト

スマートフォン
用サイト

５．管理者の管理機能

テンプレート管
理

バナー広告
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6-1 ページごとのアクセス件数、検索キーワード等が取得できること。

6-2 閲覧者の使用するブラウザ・OS・モニタサイズが集計できること。

6-3 閲覧者の接続ポイント（都道府県）が集計できること。

6-4 解析結果は、CSVファイル等で保存・出力できること。

6-5 館内LANからのアクセスと外部からのアクセスを区別して集計できること。

6-6 キーワードでサイト内のページが検索できるよう、検索の入力フォームを全ページの見やすい位置に配置すること。

6-7
検索結果のページは、サイト内の他のページと同様、同じ体裁のヘッダ、フッタを表示させ、閲覧者には、別のサイトに移
動してしまったという印象を与えないようにすること。

6-8 ＳＳＬに対応した申込みフォームを容易に作成できること。

6-9 同時に複数の申込みが設定できること。同時に開設できる申込数に上限がないこと。

6-10 申込フォームは指定した公開日・削除日に、自動公開・自動削除できること。

6-11 申込フォームの設問数は、上限がないこと。

6-12
各設問は、択一方式（ラジオボタン）、複数選択可（チェックボックス）、プルダウンメニュー、自由記入欄のほか、一般的
なフォームのスタイルを自由に採用できること。

6-13 入力項目には、必須・任意の設定ができること。

6-14
作成した申込フォームに、画像の貼り付けや各種ファイル（例：PDF）へのリンク、関連ページへのリンク等の掲載ができ
ること。

6-15 申込み結果を集計する機能があり、途中集計や集計された結果をCSVファイル等で保存・出力できること。

6-16 投稿者が送信前に入力内容を容易に確認できること。

アクセス解析

サイト内検索

申込

６．その他の機能
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【別紙３】移行対象外ページ一覧

タイトル URL

有効期限更新申請 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=418

パスワード初期化依頼フォーム https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=401

子どもの本っておもしろい！ ＜よんだーブック＞ https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=408

郷土の本だな ＜ピックアップすいた＞ https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=410

吹田関係地域資料目次データベース https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=412

年表吹田 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=413

本の紹介＜蔵出し一冊＞ https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=174

データベース一覧 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=260

吹田市立図書館 横断検索 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=158

調べ物手伝います https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=407

声の市報すいた図書館だより https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=409

団体貸出申込フォーム https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=404

お問い合わせ・ご意見・ご要望受付 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=417

レファレンス(しらべもの)受付 https://www-std-pub02.ufinity.jp/suitalib/?page_id=415


